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而
候
重
要
度

分
類

S
ク
ラ
ス

樹
朗
]
"
瀕

(i
)喰

子
炉

伶
劃

琳
圧

力
バ

ウ
ン

ダ
リ

」
を

構
成

す
る
機
器
・
配
管
系

0
2

(五
)使

用
済

燃
料

を
則

藏
す
る
た
め
α
功
候
受

①

(Ⅲ
)原

子
炉

の
緊

急
停

止
の
た
め
に
急
激
に
負
の

反
応
度
を
付
加
す
る
た

め
の
施
設
及
ぴ
原
子
炉

の
停
止
状
熊
を
維
持
す

る
た
め
の
加
殿

Ⅱ

ヨ
痩
設
備
村

・
原

子
炯

王
力

容
器

・
原
子
炉
伶

苅
剃

圧
カ

バ
ウ

ン
ダ

リ
ι

こ
属

す
る

割
呈

・
配

管
・

ポ
ン
プ
・
弁

適
用
絢
到

R
O

第
2
.
1
.
1
表
而
栃
蔓
重
要
度
分
類
表
(
V
6
)

・
イ
吏
用
済
繋

Wプ
ー

ノ
レ

・
使
用
摘

掬
、

喉
微

ラ
ッ

ク

耐
震

ク
ラ
ス

(嗣
原

子
炉

停
止

後
,炉

亡
、

か
ら
崩
壊
熱
を
除
去
す

る
た
め
の
舶
殿

・
伶
1
胸
峰

,
告

噺
a
^

構
及

び
制
御
棒
駆
動
水

圧
系

(ス
ク

ラ
ι

機
能

に
関
ず
る
剖
汾

)

補
剛
系
又
糒
純

適
用
細
租

・
繍

峅
を

閉
と

す
る

た
め
に
必
要
な
電
気
計

二
円

・
原
子
煩
繊

仰
寺
冷
劃
ザ
央

・
高

ヨ
舮
心

ス
プ

レ
イ

系
・

残
留

烈
粂
去
系
(停

止
時

冷
却

モ
ー
ド
運
転
に
必

要
な

謝
甫

)
・

1諸
房

餌
、
と
し
て
の
サ
プ

レ
ッ

シ
ョ
ン
チ
ェ
ン
ノ
叉

S

耐
震

ク
ラ
ス

・
炉

心
改

持
櫛

劃
勿

・
電

女
〔

ヨ
懐

謝
肯

・
チ

ャ
ン

ネ
ノ

レ
ボ

ッ
ク

ス

S

画
按
裁
寺
櫛
旦
判
勿
如

適
用

鮑
租

・
原

子
炉

圧
力

容
器

支
持

ス
カ
ー

ト

・
槻
§
・
配

管
,雷

女
〔

計
装

設
備
等
の
支
持
槽

註
勤

・
当

該
施

、
設

の
冷

却
系

椋
子

^
勝

鵠
呼

J
・

炉
心

或
持

槻
聲

吻
・
非
常
用
電
游
及
U尋

陛
設
備
(デ

ィ
ー
ゼ
ル
発

電
機

及
び

そ
の

冷
却

系
・

榔
妨

風
ル

を
含

む
)

・
当
謝
候
叟
の
艦
獣
鮒
i

に
叱
要
な
空
調
没
備

・
槻
肋
訓

割
苗

造
吻

耐
震

ク
ラ
ス

S

・
糊

&・
配

管
,電

気
計

装
設

備
等

の
支

持
構

造
物

S

而
蛾

重
到

窒
分
類

伶
別
妾
劃
寺
溝
造
物
判

S

適
用
範
租

・
原
子
炉
本
体
の
基
還

・
原
子
炉
建
屋

・
告

蜘
腔

屋

Sク
ラ

ス

S

S

樹
棚
1扮

類

・
鵬
§
・

配
管
電
気
,ヨ

十
装
設
備

等
の
支
持
構

造
物

U
)
「

原
子

ガ
〒

a
^
圧

力

パ
ウ
ン
グ
リ
」
を
柑
"戊

す
る

機
器

・
酉

譜
系

撫
寸
用

盤
^

・
原
子
炉
建
屋

S
・
原
子
灯
弛
屋

・
原

子
炉

本
体

の
基

礎
・

伶
1脚

建
屋

*
6

S

(註
)使

用
済
燃
料
を
豊
臓

tる
た

め
の

旛
斐

主
要
ヨ
父
喘
E*
1

・
原
子
ガ
荘
力
容
器

・
原

子
炉

冷
左

粥
圧

カ
パ
ウ

ン
ダ

リ
{こ

属
す

る
貌

昌
・

配
管
・
ポ
ン
プ
・
弁

適
用
鮑
租

S

(血
)原

子
炉

の
廉

急
停

止
の

た
め

に
急

激
に

負
の

反
応
度
を
付
加
ず
る
た

め
の

施
設

及
ぴ

原
子

炉
の

停
止
状
態
を
維
持
す

る
た

め
の

M殿

S
S

・
使
用
済
側
斗
プ
ー
ル

・
使
用
滴
掬
、
弔
蓊
藏
ラ
ッ
ク

・
原
子
炉
建
皇

・
t訪

大
ポ

ン
プ

室
・

原
子

舮
機

器
^

配
管
ダ
ク
ト

・
窃
強
魅
屋

耐
震

ク
ラ
ス

第
2.
1.
1表

鯏
震

重
要

度
づ

頒
表

(1
/6
)

(N
)原

子
炉

停
止

後
,炉

心
、

か
ら

崩
壊

熱
を

除
去

す
る

た
め

の
於

殿

・
惰

胸
鵜

伽
脚

津
塾

馴
幾

構
及

び
制

御
棒

駆
動

水
圧

系
(ス

ク
ラ

ム
機

能
に

関
す
る
割
汾
)

噺
脚
儒
鰯
き
如

適
用
叢
囲

・
1隔

峅
を
閉
と
す
る
た

め
に

必
要

な
電

気
計

耐
震

ク
ラ
ス

・
原

子
炯

鞠
脚

^
・
i旬

1炉
心
ス
プ
レ
イ
系

・
残

留
烈

畭
去

系
(停

止
時

冷
却

モ
ー

ド
運

転
に

必
費

よ
設

佃
・
冷
劃
制
餌
、
と
し
て
の
サ

プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
チ
ェ
ン
バ

S
S

S

S

辿
按

劃
割

縦
抽

如

・
炉
心
或
持
筒
告
物

・
電
気
'
,
"
^

・
チ
ャ
ン
ネ
ノ
1吋

モ
ッ
ク
ス

適
用
鞍
囲

・
原
子
卯
荘
力
容
器
劃
寺

ス
カ
、
ー
ト

・
槻
三
・
配
管
,琵

左
i。

斗
装

設
備

等
の

支
持

構
世

物

・
機
器
の
支
捌
郵
凱
勿

・
当
該
施
設
の
冷
却
系

啄
子

炉
相

桜
冷

去
呼

J
・
炉
心
伎
持
櫛
劃
勿

・
ヲ

畔
用

電
栃

吸
U号

F裟
設

備
(デ

ィ
ー

ゼ
ル

発
電
機
及
び
そ
の
冷
却

系
・

榔
11
舶

扱
を

含
む

)
・
当
該
楓
N
^

1こ
遭

要
な

砕
鯛

詠
噛

S

冊
叢

支
矧

鰯
齢

、
'

S

・
機
ヨ
§
・
配
管
電
気
ヨ
十

装
設
備
等
の
支
持
構

遡
勿

S

適
用

範
租

・
原

子
炉

本
判

辺
湛

礎
・

原
子

炉
建

屋
・

市
1鯛

晒
漏

S

S

・
原

子
必

珪
屋

・
1撫

§
・

配
臂

,,
電

縮
十

装
設
備
等
の
支
持
構

遇
勿

S

S
S

S
S

S
S

波
及
傑
憬
解
を

考
慮

ナ
べ

き
梅

斐
M

・
原

子
町

測
握

・
原

子
炉

本
体

D基
礎

・
市

1幽
珪

屋

・
原

子
炉

し
ゃ

へ
レ

壁
・

中
兜

"朔
座

天
"鼎

、
明

・
タ

ー
ビ

ン
建

屋

・
補
助
司
、
、
イ
ラ
ー
建
屋

・
第

1号
棚

も
1順

陣
屋

S

適
用

御
n

S
S

S

・
原

子
匁

ヨ
廻

遅
ク

 L
,、

ー
ン

・
燃

ド
1交

換
機

・
郭

1胸
掬

対
鞠

、
ン

ガ
・
御
仙
"考

石
蔵
ラ
ッ
ク

・
燃
ド
ト
チ
ャ
ン
ネ
ノ
噌
Ⅲ
鵬

・
タ

ー
ビ

ン
建

屋

・
原

子
匁

発
屋

・
,話

如
吠
ン
プ
室

・
原
子
炉
朏
齢
^

配
管
ダ
ク
ト

・
'騎

由
タ
ン
ク
室

・
軽

油
タ

ン
ク

ま
齢

ダ
ク

ト

・
詣
1油

建
屋

S
S

S
S

S
S

S
S

S
S

S
S

S
S

S
S

・
中

矧
',

仙
庫

ヲ
寺

封
猟

明
・

タ
ー

ビ
ン

劉
握

・
榔
hボ

イ
ラ
・
→
婁
屋

・
第

1号
棚

li
,}

両
建

屋

S
S

S
S

S
S

S
S

S
S

S
S

S
S

S
S

S
5

・
1捌

し
犬

ン
プ

卦
型

ク
レ

ー
ン ・
竜
劃
坊
'嘆

才
、
ツ
ト

・
原

子
炉

建
屋

ク
し

ー
ン

・
中
剣
"抽

座
矢
,柳

朋
・

耐
火

^
・

タ
ー

ビ
ン

俺
握

●
1地

ボ
イ

ラ
「

尅
県

・
第

1剛
鋳

制
朔

陣
屋

S
S

S
S

S
S

S
S

S
S

S
$

S
$

S
$

S
S

S
S

S
S

S
S

S
S

S
S

S
SS  S  S

S  S  S

矧 掘 妻

S  S  S

S  S  S

S  S  S

S  S  S

S  S  S

S S S S

S S

驚 ・

S  S  S

崩 矧 騰

綴 ・
震 ス

ラ

耐 ク

S  S  S

S S S S

S S

S  S  S

W 1 一 一 1 心 卯



而
壊
重
要
度

分
類

S
ク

ラ
ス

櫛
朗
1扮

類

(V
)原

子
炉

冷
劃

刷
圧

力
バ
ウ
ン
ダ
リ
詞
韻
事
故

後
,炉

心
か

ら
崩

壊
熱

を
除
去
す
る
た
め
の
餅
殿

0
2

①

主
要

設
備

*1

・
ヲ
齢
用
炉

心
怜

劃
原

D高
励

0一
心

ス
プ

レ
イ

系

2)
低

玉
師
心
ス
プ
レ
イ
系

3)
残

留
熱

除
去

系
(低

圧
淘

kE
ー

ド
運

転
に

必
要
な

剥
陶

4)
自

堀
i咸

F緜
・

冷
割

功
而

、
と

し
て

の
サ

プ
レ

ッ
シ

ョ
ン
チ
ェ
ン
ノ
叉

適
用
範
囲

Π

第
2
.
1
.
1
表

而
^
度

ラ
瀕

表
(
2
/
6
)

R
O

(Ⅵ
)原

子
炉

冷
劃

財
圧

力
バ
ウ
ン
ダ
リ
破
損
事
故

の
際

に
圧

力
障

壁
と

な
り
放
射
性
物
質
の
放
散

を
直

接
防

ぐ
た

め
の

施

耐
震

ク
ラ

ス

(血
)放

射
性

物
質

の
放

出
を

伴
う

よ
う

な
事

故
の

際
に

そ
4汐

卜
音

瞰
散

を
抑
制
す
る
た
め
の
施
設

で
上

記
(Ⅵ

)以
外

の
施

S

柿
則
殿
備
叔

・
原

子
炉

幣
痢
^

・
原
子
刷
名
痢
雄
^§

ウ
ン

ダ
リ

に
属
す

る
配

管
・

弁

適
用
絢
劃

・
当

1亥
施

.設
の

冷
却

系
娠

子
炉

樹
^
剥

耶
J

・
,・

畔
用
圃
甲
及
綿
傑

設
備

(デ
ィ

ー
ゼ

ノ
レ

発
電

機
及

び
そ

の
冷

却
系
・
榔
力
楓
,ル

を
含
む
)

・
中

兜
"幽

室
4お

凱
扱

U逃
ミ

鴨
妾

備

・
当

謝
識

の
瓣

凱
僻

寺
し

こ
'要

な
井

罰
砺

熱
市

S

耐
震

ク
ラ

ス

・
残

留
烈

徐
去

系
(格

納
容

器
ス
プ
レ
イ
冷
却
モ
ー

朽
璽
風
■
要
ナ
よ
設
側

・
可
燃
生

ガ
ス

瀏
姉

幽
原

・
原

子
訂

弛
屋

原
子

炉
棟

・
非
常
用
ガ
ス

処
里

系
及

び
,
歳

筒
・

原
子

劇
洛
痢
^

制
装
置
(ベ

ン
ト

ヘ
ッ

ダ
,ダ

ウ
ン
カ
マ
等
)

・
冷
劃
珂
餌
と

し
て

の
サ

プ
レ

ッ
シ

ョ
ン

チ
ェ

ン
ノ

弌

S

伯
接
卦
洲
割
豈
吻
将

S

適
用

範
囲

・
槻
呈
・

配
管
,電

気
計

装
設
備
等

の
支

持
構

造
物

・
聯

峅
を

閉
と

す
る

た
め
に
必
要
な
電
気
計

惣
斐
備

S

S

S

耐
震

ク
ラ

ス

・
当

該
施

設
の

冷
却

系
娠

子
炉

祇
^
淘

呼
J

・
ヲ

朧
用

愈
亭

及
碑

ヤ
凌

設
備

(デ
ィ

ー
ゼ

ル
発

電
機

及
ぴ

そ
の

冷
却

系
・
榔
筋
風
ル
を
含
む
)

・
当

謝
衝

如
^
隹

持
に
必
要
な
空
謡
父
嘴

S

S

殆
別
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損
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判
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レ
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熱
除
去
系
(仰

王
注

水
モ

ー
ド

逓
恢

に
必

要
な

設
伽
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ン
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損
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憐
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Ⅷ
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蜷
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検
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又
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①
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の
破

損
に

よ
っ

て
公

衆
に

与
え

る
方

剛
線

の
影

響
が

周
辺

監
視

区
域

外

に
郭

け
る

年
問

の
線

量
β
艮
度
に
比
べ
十
分
に
小

さ
い

も
の

1訓
徐

く

S
B

S
B

耐
震

ク
ラ
ス

・
^女

雄
が

し
安

全
弁

ぢ
廓
管

S
B

S丑 S乃 Sお

・
主

蒸
気

ヂ
及

U軸
水

系

・
原
子
炉
冷
淘

刷
削

緜

B杓

補
野

成
備

籾

・
放

射
、

1
^
卸

備
,た

だ
し
,C

ク
ラ
ス

に
属
す
る
も

の
1劇

徐
く

適
用
靭
劃

B*
】

0

耐
震

ク
ラ
ス

B

直
接

卦
討

瑚
制

勿
如

適
用
鮑
詔

・
機
器
・
配
管
等

の
支

特
槻
劃
勿

耐
震

ク
ラ

ス

・
機
器
・
配
管
等

の
詩

寺
櫛
劃
勿

B*
9

・
撫
ヨ
・
配
管
等

の
支

持
t瑚

制
勿

品
別

妾
刻

寺
筒

_告
物

*1

・
1繍

ヨ
・

配
管

等
の
支
持

櫛
空
勿

適
用
範
詔

・
原
子
灯
弛
屋

・
タ

ー
ビ

ン
建

屋
(ヨ

瓢
気

第
二

隔
雜

弁
か

ら
主

蒸
気
止
め
弁
ま
で
加
己
管
・

弁
を

刻
制

、
る

割
汾

)

B*
10

撫
寸
用

ナ
也
鹿
助

B

・
原
子
灯
発
屋

*
6

B

・
原
子
炉
建
屋

・
タ
ー
ビ
ン
建
屋

S
d

S
d

・
原
子
炉
廻
握

・
タ
ー
ビ
ン
建
屋

・
燃
1}
灯
甜
握

・
サ

イ
ト

バ
ン

カ
建

屋

S
S

S
B

S
B

S
B

S
B

S
B

S
B

器 ・

掛 剛 臥

B B

灣 剛 際

B B

汽

W 1 一 一 1 佃 一



側
震
重
到
宴

分
類

B
ク

ラ
ス

櫛
協
1扮

類

(血
)放

射
性

廃
棄

物
以

外
の

放
射

性
物

質
に

関
連

し
た
忘
窒
で
,そ

咽
騰
員

に
よ

り
,公

衆
及

て
ド

従
業

員
に
過
大
な
放
射
線
被

ぱ
く

を
与

え
る

可
能

性

の
あ
る
加
殿

0
2

①

ヨ
護
設
備
村

適
用
鮑
劃

Ⅱ

・
蒸

気
タ
ー

ビ
ン

,湿
分

分
、

高
勧

廩
器
主
働
k
器

ネ
き
村
U湘

&及
び

そ
の

井
遅

踊
己

管

・
御
k
削

緜
・
衡
k賄

議
タ
ン
ク

・
鯏

Sト
プ

ー
ノ

レ
冷

却
削

ヒ
系

・
放
射
線

低
減
効
果
の
大

き
レ
漣

藪
・
告
1
1
祖

^
P
k
l
^
倣

射
性
流
体

を
内

蔵
す

る
言

1"
J＼

た
だ
し
,ス

ク
ラ

ム
機
能
に

関
す

る
も

の

を
除

く
)

・
原

子
舮

廸
屋

ク
レ

ー
ン

・
燃
靈
}財

臨
斐
備

・
伶
11

卸
瀬

識
ラ

ッ
ク

第
2.

1.
1表

而
栃

蔓
重

要
度

分
類

表
(5

/6
)

R
O

耐
震

ク
ラ
ス

(i
v)
使

用
摘

捗
劇

斗
を

冷
却

司
、

る
た

め
の

舶
殿

B

補
町

剥
桁

如

適
用
範
囲

(V
)放

射
性

物
質

の
放

出
を
伴
う
よ
う
な
場
合
に
,

そ
の

外
部

放
散

を
抑

制
す

る
た

め
の

茄
殿

で
,S

ク
ラ

ス
に

属
さ

な
い

施
設

耐
震

ク
ラ

ス

B

・
燃
料
プ
ー
ノ
レ
冷
倒
専
イ
ヒ

系

B

直
接
詩
捌
糊
巳
判
勿
此

迎
"靭

淵

・
1繊

§
・
配

管
等

の
支

寺
槻
貨
吻

B

耐
震

ク
ラ
ス

・
原
子
炉
補
畿
冷
劃
孫

・
電

兇
'1

-1
姦

劫
栴

而
援
重
到
亥

分
類

B

佑
別

妾
支

^
判

適
用
鮑
測

・
原

子
炉

建
屋

・
タ

ー
ビ

ン
建

屋

・
タ
ー
ビ
ン
ペ
デ
ス
タ
ノ
レ

・
復
水
肺
哉
タ
ン
ク
基
礎

B
ク
ラ
ス

機
棚
1扮

類

(凋
放
射
性
廃
棄
物
以
外

の
放
射
性
物
質
に
関
連

し
越
識
『
'・

,そ
の
破
損

に
よ

り
,公

衆
及

て
ド

従
業

員
に
過
大
な
方
謝
線
被

ば
く

を
与

え
る

可
能

性

の
あ
る
加
殻

撫
寸
用

雌
孃

動

・
1懇

呈
・

配
管

,電
気

,,
,忌

ト
装
設
備
等
の
支
持
構

迦
勿

*
5

S
B

S
B

S
B

S
B

宝
墨

烏
父

M菊
*1

適
用
鮑
珂

・
蒸
気
タ
ー

ビ
ン

,1
晃

づ
γ

分
育
助
畷
鵬

主
復

水
器

給
水
力

Π
剤

帰
及

び
そ

の
井

遵
酉

三
管

・
衡
k
削
緜

・
衡

上
蛯

灘
タ
ン
ク

・
繋
Wプ

ー
ノ

レ
冷

却
削

ヒ
系

・
棚
t線

低
減

妙
」

果
の

大
き
し
継
撤

・
御

卿
籍
剛
水
王
系
倣

射
性
流

体
を

内
歳

手
る

部
分
た
だ
し
,ス

ク
ラ

ム
機
能

に
関

す
る

も
の

を
除

く
)

・
原

子
炉
建

屋
ク

レ
ー

ン
・
燃
ド
1
^
備

・
市
m珂

"葬
貯

藏
ラ

ッ
ク

B

第
2.

1.
1表

而
栃

曼
重

要
度

分
類

表
(5

/6
)

・
原
子
灯
吸
圭
屋

・
1錆

永
ポ
ン
プ
室

・
原
子
炉
機
器
胸
,励

k
配
管
ダ
ク
ト

耐
震

ク
ラ

ス

(釦
)使

用
済

燃
料

を
冷

却
す

る
た

め
の

加
殻

B

補
陟

側
ミ

柁

適
用
鮑
租

(V
)放

射
性

物
質

の
放

出
を

伴
う

よ
う

t陽
合

に
,

そ
の
外
部
放
散
を
抑
制

す
る

た
め

の
舶

殻
で

 S
ク

ラ
ス

に
属

さ
な

い
施

S
B

S
B

S
B

耐
震

ク
ラ
ス

B

・
燃
Nト

プ
ー

ル
冷

却
削

ヒ
系

B

直
接
劃
寺
槻
巳
出
吻
郭

適
用

鮑
西

・
機

ヨ
ヨ

・
配

管
等

の
劃

寺
栂

制
勿

B

耐
震

ク
ラ

ス

・
原

子
炉

補
鵬

髄
縣

・
電

女
〔

,§
催

雷
又

M桔

B

ル
考
妾
立
持
櫛
_告

吻
判

適
用
鮑
詔

・
原

子
炉

建
屋

・
タ

ー
ビ

ン
建

屋

・
タ
ー
ビ
ン
ペ
デ
ス
タ
ノ
レ

・
御

上
貯

議
タ

ン
ク

基
礎

榔
寸
用

翅
獅

拶
」

・
1織

&・
配
管

,電
気

,斗
装
設
備
等
の
支
持
構

造
物

*
6

S
B

S
B

S
B

S
e

B
・

原
子

灯
発

屋
・

1捌
く

ポ
ン

プ
宝

・
原
子
炉
機
器
^

配
管
ダ
ク
ト

S
B

S
B

SⅡ

灣 刈 恐

B  B  B

B B

B  B  B

矧 掘 隙

B  B  B

B B

B  B  B

W 1 = 1 詔



而
懐
重
要
度

分
類

C
ク

ラ
ス

機
隅
1扮

類

(
D
原
子
炉
の
反
応
度
を

抑
制
す
る
た
め
の
施
設

で
S
ク

ラ
ス

及
び

B

ラ
ス
{嘱

さ
な
い
挑
殿

0
2

(並
)放

射
性

物
質

を
内

蔵
し

て
い

る
か

,又
は

こ
れ

に
関

連
し

た
施

設
で

S
ク
ラ
ス
及
び
B
 
ク
ラ
ス

に
属
さ
な
い
力
識

①
Ⅱ

ヨ
雲
設
備
村

適
用
絢
租

・
原
子
炉

耐
配

崇
瀞

過
拘

」
1飼

職
置

弗
噺
a
^
广

土
系

(
S

ク
ラ
ス
及
ひ
匁
ク
ラ
ス

1こ
属
さ
な
し
闇
汾
)

R
O

第
2.
1.
1表

而
蛎

婁
重

要
度

ラ
シ

ま
賎

(6
/6
)

(蚤
)放

射
線

安
全

に
関

係
し

な
レ

防
伝

又
斈

瞥

耐
震

ク
ラ

ス

・
試

ド
携

取
系

・
剛
匪
袰
置

よ
り

下
削

抑
固
体
廃
棄
物
取
扱
い

設
備
(
貯
蔵
庫
を
含

む
)

・
条

姻
似

深
・
痢
欝
ド
肺
^
噛

・
そ

dX
也

C C

補
晦

斐
備

壮

適
用
鮒
羽

・
■

き
環

水
系

・
タ

ー
ビ
ン
市
刷
鯛
^

・
市
勵
ボ
イ

ラ
ー

・ 
1肖

ウk
,二

要
・

開
1栃

i,
発
囿
幾
変

・
換

気
空
調

系
(S
 ク

ラ
ス
の
換

気
空
調
系
以

タ
W)
も
の
)

・
タ
ー
ビ

ン
建

屋
ク

レ
ー

ン

・
1瑚

'逹
気
系

・
そ
aX

也

耐
震

ク
ラ

ス

画
妾

卦
^
如

適
用

鮑
租

・
1槻

&・
酉
譜
,電

気
,.
斗

蕪
斐

備
等
の
支
掬
篝

迦
勿

而
媛

重
到

窒

分
類

C

耐
震

ク
ラ
ス

・
機
ヨ
&・

配
管
等
の
支

矧
韓

造
物

C

C
ク
ラ
ス

C

ル
別
妾
支
^
羽

適
用

範
囲

・
原

子
灯

発
屋

・
怖
1仙

建
屋

機
粥
1扮

類

(
D
原
子
炉
の
反
応
度
を

抑
制
す
る
た
め
の
施
設

で
S
ク
ラ
ス
及
び
3
ク

ラ
ス
に
属
さ
な
い
舶
殻

・
棚
&・

配
管
,電

気
ヨ
・
ト

獅
剥

栴
等
の
謎
予
機

迦
勿

C
・
原
子
炉
建
屋

・
タ

ー
ビ

ン
建

屋

・
影
ヨ
}炉

建
屋

・
サ

イ
ト

バ
ン

カ
建

屋

(虹
)放

射
性

物
質

を
内

蔵
し

て
い

る
か

,又
は

こ
れ

に
関
連
し
た
施
設
で
S

ク
ラ
ス
及
び
B
ク
ラ
ス

に
属
さ
な
い
舶
殿

S
C

S
C

ヨ
遜

顎
又

雉
き

村

適
用
鮑
到

・
原

子
炉
再
中
^
」

祖
賊
置

・
制

倒
"瓢

§
^系

(S
ク
ラ
ス

及
び

Bク
ラ

ス

(こ
属
さ

な
レ
瑚
汾
)

C

第
2.

1.
1表

而
栃

曼
重

要
度

づ
羽

須
表

(6
/6

)

・
原

子
炉

建
屋

・
海

上
ポ

ン
グ

室

・
タ

ー
ビ

ン
建

屋

・
御

焔
建

屋
・
当
該
施
設
に
係
る
屋
外

コ
ン

ク
リ

ー
ト

槽
造

物

S
C

S
C

S
C

S
C

(血
)放

射
線

安
全

に
関

係
し

な
し

噺
瑁

父
ル

等

耐
震

ク
ラ
ス

・
訓

斗
採
耽
系

・
剛

踏
暹
よ
り
下
涜
D

固
体
廃

棄
物
取
扱
い

設
備
(
貯
蔵
庫
を
含

む
)

・
ネ

姻
体
系

・
窮

微
眸
朧
餓
"噛

・
そ
OX
也

C C

粁
期
煽
勤
術
如

適
用
絶
詔

S
C

S
C

S
C

S
C

S
C

・
ヲ
韻
フ

K系

・
タ

ー
ビ
ン
井
甫
糊
^

・
榔
カ
ボ
イ

ラ
ー

・
1肖

火
系

発
倒

幾
変

開
閉
所

.

圧
器

・
換

気
空

湘
系

(S
 ク

ラ
ス
の
換
気
空
調
系
以

も
の

)

・
タ
ー
ビ
ン

建
屋

ク
し

ー
ン

・
ι

陳
'腔

気
系

・
そ

α
X也

耐
震

ク
ラ

ス

S
S

S
S

S
S

頂
接
支
掛
滞
劃
勿
和

適
用

飽
租

・
機

ヨ
§

・
配
管
,1
肢
,斗

獅
窒

備
等
の
劃
割
背

造
吻

・
地
下
水
位

低
下

設
備

C

耐
震

ク
ラ

ス

・
機

ヨ
&・

配
管

等
の

支
持

櫛
劃

勿

C

C

ル
骸
測
寺
欄
^
判

C
*
n

適
用
鮑
密

・
原

子
灯

畦
屋

・
市

1"
御

建
屋

・
槻
鼻
・
酉

譜
,電

曳
〔

。
号

十
装

設
備
等
の
支
持
構

遇
勿

C

・
電
女
〔
,,
ヨ
地
愚
M肯

・
原

子
上

畦
屋

・
タ

ー
ビ

ン
建

屋

・
炊

塞
1]
炉

建
屋

・
サ

イ
ト

バ
ン

カ
建

屋

S
C

S
C

C

C*
Ⅱ

・
原

子
灯

発
屋

・
海
1し

犬
ン
プ
室

・
タ
ー
ビ
ン
&妻

屋

・
佑
抽
畦
屋

・
当
訓
苞
設
に
係
る
屋
外

ニ
ン
ク
リ
ー
ト
構
雛
抽

S
C

Sこ S
C

S
C

・
機
ヨ
昆
・

酉
譜

,電
寓

i,
ヨ

十
装

設
備

等
の
兇
割
茂

迦
勿

S
C

S
C

S
C

S
C

S
C

C*
Ⅱ

・
原

子
舮

娃
屋

・
伶
1鵬

建
屋

・
当
1劾

色
設
に
係
る
屋
外

ロ
ン
ク
リ
ー
ト
構
^抽

翻 ・

灣 剛 晋

C C

饗 ・

C  C  C C  C  C  C  C

鵬 矧 際

C C C C C  C  C C C C C C C C

W 1 一 一 1 器



注言己*1

*2

主要設備とは,当該機能に直按的に関連する設備をいう。

補助設備とは,当該機能に間接的に関連し,主要設備の補助的役害怯持つ設備をい
う。

辿接支持構避勿とは,主要設備,補助設備に圓妾取り付けられる支持構避勿又はこ

れらの設備の荷重を直按的に受ける支樹茸造物をいう。
間接支摘構造物とは,i自按支持構造物からイ云達される荷重を受ける構造物健4勿・

構築物,士フk卜奪造物)をいう。
SS :吉曄*也震動S .により定まるナ也震力

Sd :弾陛設計用↓也震動Sdにより定まる地震力

S,:Bクラス施設に適用される豊嘱力

S。:Cクラス施設に適用される静的地震力

ほう醜k注入系は,安全機能の重要度を考慮して,Sクラスに準じて取り扱う。

原子炉圧力容器内音階造物は,炉内にあることの重要度を考慮して,Sクラスに準
じて取り扱う。

Bクラスではあるが,弾性設計用1也震動Sdに対師皮損しないことを確認する。
主蒸気il_.Kがし安全弁制歳管については,基準*也震動SSに対して破損しないことを

確認することで,蒸気揚洲性能のイ言頼性を担保する。

*3

*4

*5

変更前

*6

*フ

@

*8

*9 ・

注記*1:

*2:

主要設備とは,当該機能に直接的に関連する設備をいう。

補助設備とは,当該機能に間接的に関連し,主要設備の補助的^1を持つ設備をい

う。

直接支持構途物とは,主要設備,補助設備に値按取り付けられる支樹糊_告物又はこ

れらの設備の荷重を直該的に受ける支持構造物をいう。

間接支捌篝造物とは,i茜妾支擶尊造物からイ云達される荷重を受ける構造物(建物・

構築物, bk騰L告物)をいう。

波及的影響を考慮すべき施設とは,下位クラス施設のうち,その破損等によって上

位クラス施設に波及的影響を及ぼすおそれのある施設をいう。

SS:基準"城動SSにより定まる地震力

Sd :弾性設計用ナ也震動Sdにより定まるナ也震力

S.:Bクラス施設に適用される寛媛力

S。:Cクラス施設に適用される静的地震力

ほう酸水注入系は,安全機能の重要度を考慮して,Sクラスに準じて取り扱う。

原子炉圧力容器内割豺鰯_告物は,炉内にあるととの重要度を考慮して,Sクラスに準

じて取り扱う。

Bクラスではあるが,1戦生設計用1也震動Sdに対Lえ波損しないことを確認する。

主蒸気逃がし安全弁,頃管については,基準1也震動SSに対してる皮損しないことを

確認、することで,蒸気糖Υ盲性能のイ言頼性を担保する。

Cクラスではあるが,基準1也震動SSに対L機能ネ倒寺ずるととを確認する。

*3

*4:

*5

*6

変更後

*フ:

*8

*9

*10

*Ⅱ
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変更前

.

.

設備分類

第2.1.2表重大事故等対処殷備(主要設備)の設備う瀕 a/18)

主要設備

定義 (口内は設計基準対象施設を

兼ねる設備の而掘重要度分凋

常設重大事故防止 1.1惣R半肋質の取扱旛設及ひ所勵曾設

設備であって,而癒 ・使用済撚料プーノレ

重要施設に属する (設計基準対象施散凡としてのみ第1,2号機共用)
設計基準事故対処 [S]

設備が有する機能 ・イ吏用済撚料貯蔵ラック

をイt替ずるもの (諏十基準対象施敲九としてのみ第1,2号機共用)
[釘

喘幅嫁・碇員燃半傾ヲ蔵ラック[釘

・然Nトプール冷去^緜梨^

(誕十基準刻数施設としてのみ第1,2号機共用)

[B]

・燃料プール冷淘辱イ緜ポンプ

(設計基準剣象施設としてのみ第1,2号機共用)
[B]

・スキマサージタンク

(櫛十基準対象施敲凡としてのみ第1,2号機共用)
固

・闘朝三管[S,田

・サイフォンブレーク孔

1. 常設而纓重要重

大事樹坊止設備

変更後

2.原子炉冷却系統施設

・主蒸知巡がし安全弁逃がし弁機能用
アキュムレータ[釘

・1主蒸知1_Kがし安全弁自重煩副王機能用

アキュムレータ[釘

・^知1_Kがし安全弁[S]

・高圧イ弌替注水系タービンポンプ

・復1く貯蔵タンク

・直流倒勤1因王注水系ポンプ

・復オく移送ボンプ

・ほう酸水注入系ポンプ

・ほう酸水注入系貯蔵タンク

・原子炉補機冷劃冰サージタンク

・闘麺ι管[S, B]

・1到車弁

・原子炉格剰熔器

・フィルタ装置出口倶1ラプチャディスク

・フィノレタ装置

・遠隔手動弁操イ管斐備

・制瀕筒

・炉心支樹善迪吻



変吏前

@

設備分類

第2.1.2表重大事故等対処設備(主要設備)の設備分類(2/18)

1. 常設而振重要重

大事故防止設備

変更後

常設重大事故防止

設備であって,而援
重要施設に属する

設計基準事故対処
設備が有する機能

をイ弌替tるもの

定義

主要設備

(口内は設計基準対象旛設を
兼ねる設備の而疲重要度分凋

・原子炉圧力容器

・原子炉建屋ブローアウトパネノレ

・ホ合7kスパージャ

・残留熱畭去系配管鯨子炉圧力容器内部)

・高圧炉心スプレイ系配管係子炉圧力容器内

部)

・高圧炉心スプレイスパージャ

・劃王検出・ほう酸水注入系配管
(ティーよりNⅡノズルまでの外管)

・割王検出・ほう醐k注入系配管
U亰子炉圧力容器内部)

・残留熱除去系禦^

3.計唄喘蜘系統旛設

・佑噺卸棒[釘

・儒Ⅲ倒リ^〔釘

・水圧制卸ユニット(アキュムレータ)[S]

・水f王御脚ユニット(窒素容器)[S]
・ほう醐K注入系ポンプ[釘

・ほう醐K注入系貯蔵タンク[S〕

・走動3則或モニタ[釘

・出力領域モニタ[釘
・高圧イ弌替注水系ポンプ出口圧力

・直薪話鬮H氏圧油K系ポンプ出口圧力
・働k移送ポンプ出口圧力

・残留熱徐去系梨皎^出口温度圃
・高圧イ弌替注水系ポンプ出口流量

・残留熱除去系洗浄ライン流量俄留熱除去系へ

ツドスプレイライン粉静折過0
・残留剤畭去系洗浄ライン斬還俄留熱除去系B

系棚序辞&冷却ライン洗浄流國
・直制藹陣垪因王殉冰系ポンプ出口流量

・原子炉圧力[S]

・原子炉圧力(SA)

・原子炉水位紘帯域[釘
・原子炉水位鮴料域[釘

・原子炉水位(SA広帯國
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弓乏更月「1

@

設備分類

第2.1.2表重大事故等対処設備(主要設備)の設備分類(3/18)

1. 常設而援重要重

大事故防止設備

変更後

常設重大事故防止

設備であって,而候

重要施設に属する

設計基準事故対処

設備が有する機能

をイ弌潜するもの

定義

主要詠九備

(口内1*設計基準対象施設を

兼ねる設備の而援重要度分凋

・原子炉水位(SA燃料國

・脚j抑制室圧力[釘

・圧力#啼U室内空気温度[釘

・サプレッションプールフk温度[釘

・樹内容器内水素濃度Φ/W)

・樹杓容器内水素濃度(S/の

・侮1く貯蔵タンク水位

・原子炉格納容器弌替スプレイ流量

・脚)杠晞1者k位[S]

・関遡三管[釘

・闘里弁[釘

・フィルタ装置出口水素濃度

・原子炉圧力容胴品度

・フィルタ装置入口圧力依域帯)

・フィルタ装置出口圧力 U太域帯)

・フィルタ装尚k位 U太域帯)

・フィノレタ装昔k1昼度

・高圧窒素ガス憾合系ADS入口圧力

・イ弌替高圧窒素ガス衡合系窒素ガス憾合止め弁

入口圧力

・6-2F-1畷泉電圧

・6-2F-2研泉電圧

・6-2C母線電圧[釘

・6-2D母線電圧[釘

・ 4-2C母線1含圧[S]

・ 4-2D母線1目圧[S]

・125V直流主母線踏倒王[釘

・125V直流主母線2B電圧[釘

・12別直流主母線鯱一1電圧

・12別直流主母線2B-1電圧

・250V直流主母線電圧[S]

・差圧検出・ほう酷K注入系配管

(ティーよりNⅡノズルまでの外管)
・劃王検出・ほう諭k注入系配管

U亰子炉圧力容器内剖
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変更前

@

設備分類

第2.1.2表重大事故等対処設備住要設備)の設備分類(4/18)

常設而振重要重

大事榔方止設備

変更後

常設重大事故防止

設備であって,而援

重要施設に属する

設計基準事故対処

設備が有する機能

をイ弌潜するもの

定義

主要設備

(口内は設計基準対象施設を

兼ねる設備の而援重要度分凋

・炉心支持櫛_告物

・原子炉圧力容器

・主蒸知遁がし安全弁自動減圧機能用
アキュムレータ

・主蒸知巡がし安全弁

4.櫛t線管理施設

・格納容器内雰囲気放射線モニタΦハV)[S]

・格納容器内雰囲気力謝線モニタ(S/C)[S]

・フィルタ装置出口放射線モニタ

・耐圧強化べント系放射線モニタ

・使用済燃料プール上部空間放射線モニタq氏線

尉

・使用済燃料プール上部空間放射線モニタ(高線

圖

・中央制御室送風機[S]

・中央制御室再循環遡到幾[S]

・中央制御室制卜風機[釘

・中央制御室再循環フィルタ装置[釘

・中央制御室しゃへし壁[釘

・関遡ι管[釘

5.原子炉格痢髄'設

・原子炉格*内容器[釘

・機三讃出入用ハッチ[S]

・逃がし安全チ触出入口[釘

・糾卸棒§E^苗搬出入口[釘

・サプレッションチェンバ出入口[S]

・所員用エアロック[釘

・配管貫通部[S]

・電気酉鵬貫通部[S]

・真劣三司ミ^[釘

・ダウンカマ[釘

・ベント管[S]

・ベント管べローズ[S]

・ベントヘッダ[釘

・ドライウェルスプレイ管[S]

・サプレッションチェンバスプレイ管[S]

・復分く移送ポンプ
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1査更月1」

@

設備分類

第2.1.2表重大事散等対列穀備住要設備)の設備分類(5/18)

常設而候重要重

大事訓坊止設備

変更後

常設重大事故防止

設備であって,而援

重要施設に属する

設計基準事故対処

設備が有する機能

をイt替ずるもの

定義

主要設備

(口内は設計基準対象旛虞を

兼ねる設備の而援重要度分凋

・鵆k貯蔵タンク

・フィノレタ装置

・フィルタ装置出口側ラプチャディスク

・1関ミ吏西己智、

・1郵吏弁

・遠隔手動弁操1,殺備

6.非常用剛亰殻備

・非常用ディーゼル発電設備軽油タンク[釘

・ガスタービン発電設備ガスタービン機関

・ガスタービン発電設備調速装置

・ガスタービン発電設備非常調速装置

・ガスタービン発電設備鯛斗移送ポンプ

・ガスタービン発電設備軽油タンク

・ガスタービン発電設備燃料小出槽

・高圧炉心スプレイ系ディーゼル発駐艾備軽油
タンク

・ガスタービン発電設備ガスタービン発習幾

・ガスタービン発電設備ガスタービン発倒幾励

蔵繊置

・ガスタービン発電設備ガスタービン発倒矧呆

護継電装置

・緊創蚊陳F折軽油タンク

・125V蓄電池額及び2B[釘

・125Vイ弌替蓄電池

・250V蓄電池

・1関1聾ι管[釘

・メタルクラッドスイッチギア(非常用)

・メタルクラッドスイッチギア(高圧炉心スプレ

イ系用)

・パワーセンタ(非常用)

・モータコントローノレセンタ(非常用)

・モータコントローノレセンタ(高圧炉心スプレイ

系用)

・動力変圧器(非常用)

・動力変圧器(高圧炉心スプレイ系用)

・460V原子炉建屋X六流電瀞釖替盤(非常用)
・中央制御室120V交流分雷盤(非常用)

・ガスタービン発謝鮒鍔^

・メタルクラッドスイッチギア偶稔用)
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変更前

.

.

設備分類

第2.1.2表重大事故等対処設備住要設備)の設備分類(6/18)

主要設備

(口内は識十基準刻象施設を定義

兼ねる設備の而儷重要度分凋

常設重大事故防止 ・動力変圧器(緊急用)

・パワーセンタ鰹急用)設備であって,而纓

重要施設に属する ・モータコントロールセンタ^)
設計基準事故対処 ・ガスタービン発電設備燃料移送ポンフ撃続盤
設備が有する機能 ・妬OV原子炉建屋X六流電游切壱盤傑急用)
をイ弌潜するもの ・120V原子炉建屋X六流電游切君盤際急用)

・中央佑蜘室120V交流分電盤(緊急用)

・125V充電器飴及び記

・125V直流主母線盤訊及び2B

・12別直流主母線盤2A-1及び2B-1

・125V直流分^2A-1,2A-2,2A-3,2B-1,2B-2,
2B-3及び2B-4

・125V直流電飢亭釖替盤訊及び2B

・125ν直流RCICEータコントローノレセンタ

・125V充電器2H

・12馴直流主母線盤2H

・125Vイ七替充電器

・250V充電器

・250V直流主母線盤

・メタルクラッドスイッチギア(緊創寺刈,痔
用)

・動力変圧器燦創寺刻策所用)

・モータコントローノレセンタ慳急時刻策所用

・105V交流電源切誉盤(緊急時対策所用)

・1備V交流分電盤(緊創寺対策所用)

・120V交流分電盤傑急時対策ア斤用)

・210V交流分電盤俸急時対策,斤用)

・125V直流主母線盤際創寺対策所用)

1. 常設而癒重要重

大事故防止設備

変更後

フ.ネ甫郷険用燃翆幟備

・非常用ディーゼル発電設備軽油タンク

・高圧炉心スプレイ系ディーゼル発電設備軽油
タンク

・ガスタービン発電設備軽油タンク

・1凋i車酉己智、

8.非常用取水設備
・1宇留堰[C]



変更前

@

設備分類

第2.1.2表重大事故等対処設備(主要設備)の設備分類(フ/18)

2. 常設重大事散緩

手殿備

変更後

重大事故等対処設

備のうち,重大事故

が発生した場合に

おいて,当該重大事

故の拡大を防止し,
又はその影響を緩

和するための機能

を有する設備であ

つて常設のもの

定義

主要設備

(口内1き識十基準対^設を

兼ねる設備の而候重要度分凋

1.オ亥燃制物質の取扱及ひ眞宇蔵旛設

・使用済燃料プール

(洗十基準対象舶殺としてのみ第1,2号機共用)

[釘

・使用済燃米斗貯蔵ラック

(諾十基準対象施設としてのみ第1,2号機共用)
[釘

・佑胸棒・る皮損燃料貯蔵ラック[S]

・イ吏用済燃料プールフkイ立/温度

(ガイドパルス王口[C]

・使用済燃料プーノ1列くイ立/温度

化ートガ、ーモヌ蹄

・1貨1璽西己貧;

・使弔済燃料プーノL渠観カメラ

2、原子炉冷却系統旛設

・1三主蒸知逃がし安全弁自囿戚圧機能用

アキュムレータ[釘

・^気逃がし安全弁[釘

・高圧イt替淘K系タービンポンプ

・御k貯蔵タンク

・鵆k移送ボンプ

・イ弌潜循環冷去Πポンプ

・残留禦畭去系ストレーナ

・原子炉補機冷却水サージタンク[釘

・関遡三管[S, B]

・関車弁

・炉心、支樹鰯_制勿

・原子炉圧力容器

・ホ合7kスパージャ

・残留熱除去系配管掠子炉圧力容器内部)

・残留梨驗去系梨^

・原子炉格納容器
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1査更目"

@

設備分類

第2,1.2表重大事故等対処設備(主要設備)の設備分類侶/18)

2 常設重大事散緩
矛殿備

変更後

重大事故等対処設

備のうち,重大事故

が発生した場合に

おいて,当該重大事

故の批六を防止し,

又はその影響を緩

和するための機能

を有する設備であ

つて常設のもの

定義

主要散ル備

(口内は設計基準対象旛設を

兼ねる設備の而倭重要度分凋

3.計誤怖蜘系統旛設

・ほう酸水注入系ポンプ[S]

・ほう酸水注入系a宇j歳タンク[S]

・高圧イ弌替迦K系ポンプ出口圧力

・イ→描克1ぎ環冷去Πポンプ出口圧力

・衡大移送ボンプ出口圧力

・残留熱除去系烈皎換器入口1昼度固

・高圧イ弌替油K系ポンプ出口流量

・残留美畭去系洗浄ライン流量俄留熱除去系へ

ツドスプレイライン膨畔游●0

・残留熱除去系洲争ライン梳量俄留烈徐去系B

系棚杓容^1ライン◆諦流圖

・イt謝^環冷去,ポンプ出口流量

・原子炉圧力[釘

・原子炉圧力(SA)

・原子炉水位紘帯國[釘

・原子炉水位鮴料國[釘

・原子炉水位(SA広帯域

・原子炉水位(SA燃料域

・ドライウェル圧力[釘

・圧力打味1割王力[釘

・ドライウェノW且度[釘

・圧力杠酷1室内空気温度[釘

・サプレッションプールフk温度[釘

・原子炉格納容器下音隣島度

・^^&内雰囲気酸素濃度[S]

・格納容器内水素濃度Φ州)

・樹冉容器内水素濃度(S/の

・格^Ξ&内雰囲知k素濃度[釘

・衡k貯蔵タンク水位

・原子炉格納容器弌替スプレイ流量

・原子炉格納容器下客駐水流量

・圧力抑帋1室1く位[S]

・原子炉格納容器下音咏位

3-11-62

0
配
国

N
O



変更月11

@

設備分類

第2.1.2表重大事赦等対列穀備住要設備)の設備分類(9/18)

2 常設重大事故緩
禾殿備

変更後

重大事故等対処設

備のうち,重ブく事故

が発生した場合に

おいて,当該重大事

故の拡大を防止し,

又はその影響を緩

和するための機能

を有する設備であ

つて常設のもの

定蓑
主要設備

(口内は設計基準対象施設を

兼ねる設備の而癒重要度分親

・ドライウェル水位
・原子炉建屋内水素濃度

・関遡ι管[S]

・闘車弁[S]

・1^1^・設備個定聖圃

・衛星電話設備個定型)圃

・安全パラメータ表示システム(SP船)[C]
・データイ云送設備[C]

・フィルタ装置出口水素濃度

・榊り"1!^,k素再結合"凌置到乍劉見装置

・原子炉圧力容器局度

・フィルタ装置入口圧力 U太帯瑚

・フィルタ装置出口圧力 Q太帯域

・フィルタ装置水位 Q古帯瑚

・フィルタ装圃K1昆度

・6-2F-1母線電圧

・6-2F-2母線電圧

・6-2C母線電圧[S]

・6一却母線電圧[釘

・4-2C母線電圧[釣

・4-2D母線電圧[S]

・125V直流主母市良獣詞王[釘

・12馴直流主鰯泉器圃王[釘

・125V直流主母線顎一1電圧

・12馴直流主剛泉器一1電圧

・劃王検出・ほう醜k注入系配管

(ティーよりNUノズルまでの外管)

・劃王検出・ほう酸水注入系配管

係子炉圧力容器内剖

・炉心支樹鰯舎吻

・原子炉圧力容器
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変更前

@

設備分類

第2.1.2表重大事故等対処設備住要設備)の設備分類(10/18)

2 常設重大事故緩
手殿備

変更後

重大事故等対処設

備のうち,重プく事故

が発生した場合に

おいて,当該重大事

故の拡大を防止し,
又はその影響を緩

和するための機能

を有する設備であ

つて常設のもの

定義

主要設備

(口内1ネ設計基準対象旛設を

兼ねる設備の而候重要度分濁

4.撫t線管理旛成

・樹内鶴§内雰囲気^線モニタΦN)[S]

・榔内容器内雰囲気放射線モニタ(S/C)[S]

・フィルタ装置出口力剛線モニタ

・使用済撚料プール上部空間放射線モニタ

(低線圖

・イ吏用済燃料プール上部空間放射線モニタ
(高線呈0

・中央御胸室送風機[S]

・中央市胸室再循環送風機[釘

・中央制御^11動幾[釘

・中央伶蜘室再楯環フィルタ装置[釘

・緊急時対策,用F常用送^

・緊急時対策Fノ刊乍常用フィルタ装置
・2次しゃへし唖[瑚

・補助しゃへい U亰子炉建圏鴎]

・補助しゃへい(タービン建國[B]

・補助しゃへい倫雌仮聿圏[B]

・中央制御室しゃへV壁[釘

・中央佑絢室雋断斤遮蔽

・緊創寺対知吊庶蔽
・1掘麺三管[S]

5.原子炉格剣姉'設

・原子炉格納容器[釘

・機三聯出入用ハッチ[S]

・逃がし安全弁搬出入口[釘

・帋城^謝般出入口[釘

・サプレッションチェンバ出入口[S]

・所員用エアロック[釘

・配管貫通部[S]

・電気酉醸貫通部[S]

・原子炉建屋原子炉棟(二次格納施調[釘

・原子炉建屋大物搬入口[釘

・原子炉建屋エアロック[釘
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変更月1」

@

第2.1.2表重大事故等対処設備(主要設備)の設備分類(Ⅱ/18)

設備分類

2 常設重大事故緩
矛殿備

変更後

重大事故等対処設

備のうち,重大事故
が発生した場合に

おいて,当該重大事

故の拡大を防止し,
又はその影響を緩

和するための機能

を有する設備であ
つて常設のもの

定義

主要設備

(口内11設計基準刈^設を

兼ねる設備の而懐重要度分濁

・真空W嫉弁[釘

・タウンカマ[S]

・ベント管[釘
・ベント管べローズ[S]

・ベントヘッダ[S]

・ドライウェルスプレイ管[釘

・サプレッションチェンバスプレイ管〔釘
・衡K移送ポンプ

・イ弌替循環冷却ポンプ

・鵆K貯蔵タンク

・残留剤q^系ストレーナ

・残留禦畭去系禦奥^

・高圧イt替注水系タービンポンプ

・ほう酸水注入系ポンプ

・ほう酌k注入系貯蔵タンク

・非常用ガス列リ里系捌卜馴幾[S]

・謝鯛蚊難制く素再結合装置
・フィノレタ装置

・フィルタ装置出口倶庁プチャディスク
・関遡三管[S]

・関連弁

・炉心支持構L告物

・原子炉圧力容器

・残留熱除去系配管掠子炉圧力容器内部)
・繪kスパージャ

・劃王検出・ほう酸水注入系配管(ティー
よりNⅡノズルまでの外管)

・劃王検出・ほう酷k注入系配管 U京子炉

圧力容器内部)

・非常用ガス列蛭,系空気彰^置
・非常用ガス列匠里系フィルタ装置
・ぢ翫筒

・原子炉建屋ブローアウ~弌ネル閉止装置

・遠隔手動弁操イ乍設備
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変更前

.

.

設備分類

第2.1,2表重大事故等対兜殿備 C主要設備)の設備分類(12/18)

主要設備

(内は識十基準対象旛設を定義

兼ねる設備の而慨重要度分凋

重大事故等対処設 6.非常用電游殻備

備のうち,重大事故 ・非常用ディーゼル発雷設備軽油タンク[釘
が発生した場合に ・ガスタービン発電設備ガスタービン機関
おいて,当該重大事 ・ガスタービン発雷設備調垂装置
故の拡大を防止し, ・ガスタービン発雷殷備非常調速装置
又はその影響を緩 ・ガスタービン発電設備側斗移送ポンプ

・ガスタービン発電設備軽油タンク和するための機能

を有する設備であ ・ガスタービン発電設備燃卵斗小出槽
つて常設のもの ・高圧炉心スプレイ系ディーゼル発電設備軽油タ

ンク

・ガスタービン発電殷備ガスタービン発電機

・ガスタービン発電設備ガスタービン発電機励磁
装置

・ガスタービン発電設備ガスタービン発翻幾保護
継電叢置

・緊急時刻策列隆油タンク

・125V蓄電池2A及び2B[釘

125Vイt替蓄園也
関遡a管[S]

メタルクラッドスイッチギア(非常用)

メタルクラッドスイッチギア(高圧炉心スプレ

イ系用)

ハワーセンタ(非常用)

モータコントロールセンタ(非常用)

モータコントローノレセンタ(高圧炉心スプレイ
系用)

動力変圧器(非常用)

動力変圧器(高圧炉心スプレイ系用)

妬例原子炉建屋交流電所切替盤(非常用)
中央仰脚室120V交流分電盤(非常刷

ガスタービン発囿鋤妾織盤

メタルクラッドスイッチギア嘩急用)

動力変圧器俸急用)

パワーセンタ(緊急用)

モータコントロールセンタ偶¥急用)

ガスタービン発電設備瓣斗移送ポンフ嫉続盤

妬OV原子炉建屋X六流電游釖替盤(緊急用)

120V原子炉建屋交流電游釖鞘盤(緊急用)

中央制脚室120V交流分電盤慨急用)

12別充電器鉄及び器

2 常設重大事故緩
手殿備

変更後



変更月1」

@

設備分類

第2.1.2表重大事故等対処設備(主要設備)の設備分類(13/18)

2. 常設重大事故緩

手殿備

変更後

重大事故等対処設

備のうち,重大事故

が発生した場合に

おいて,当該重大事

故の拡大を防止し,

又はその影響を緩

和するための機能

を有する設備であ

つて常設のもの

定義

主要設備

(口内1ネ姦十基準対象広設を

惣Qる設備の而懐重要度分翔

・12馴直流主母線盤獣及び器

・125V直流主母新曜2A-1及び2B-1

・ 125V直流分モ三盤飴一1,2A-2,2A-3,2B-1,2B-2,

2B-3及び2B-4

・12馴直流電瀞切替磐蝕及び器

・12馴直流RCICEータコントローノレセンタ

・12馴充電器2H

・12馴直流主母線盤舗

・12別代替充電器

・メタルクラッドスイッチギア(緊急時刻,痔斤

用)

・動力変圧器(緊急j制策所用)
・モータコントロールセンタ偶亀急a寺対策F折用)

・105V交流電源切葛盤俸創寺対策ア折用)

・105V交流分電盤(緊急時剣策F斤用)

・120V交流分電盤係創寺対策F斤用)

・210V交流分電盤(緊急時対策F折用)

・125V直流主母兆盤係急時対策F斤用)

フ.樹幾駆動用燃翆殿備

・非常用ディーゼル発電設備軽油タンク

・高圧炉心スプレイ系ディーゼノレ発電設備軽油
タンク

・ガスタービン発電設備軽油タンク

・11驗車酉己省;

8.非常用耽k設備

・1す留堰固

・取水口[C]

・取水路圃

・海kポンプ室圃
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変更前

L二

@

変更後

設備分類

第2.1.2表重大事故等対処設備(主要設備)の設備分類(14/18)

3. 常設重大事故緩

和設備(設計基

増広掴

設計基準対象施設

のうち,^く事故等

時に機能を期待す

る設備であって,重

大事故の拡大を防

止し,又はその影響

を緩和するための

機能を有する常設

重大事故緩和設備

リ峅の常設のもの

定義

主要設備

(口内は謙十基準対象施設を

兼ねる設備の而援重要度撒頁

1.原子炉冷去n系繊舮設

・原子炉^去山k系禦^[S〕

・原子炉樹幾冷却水ポンプ[S]

・原子炉樹幾冷劃施水ポンプ[釘

・原子炉補機冷却水サージタンク[釘

・原子炉ネ削^1,勧K系ストレーナ[釘

・11験蛭三管[S]

2.非常用圃亰設備

・非常用ディーゼル発電設備非常用ディーゼル

機関[S]

・非常用ディーゼル発電設備調速装置[釘

・非常用ディーゼル発電設備非常調速装置[釘
・非常用ディーゼル発電設備機関イ寸清水ボンプ

[釘

・非常用ディーゼル発電設備空気だめ伯動)[釘
・非常用ディーゼル発電設備燃料デイタンク[S]

・非常用ディーゼル発電設側然料移送ポンプ[釘

・非常用ディーゼル発電設備非常用ディーゼル
発倒幾[釘

・非常用ディーゼル発電設備励載蝶置[釘

・非常用ディーゼル発電設備保護継電装置[釘
・関連弁[釘
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変更月1」

@

第2.1.2表重大事故等対処設備(主要設備)の設備分類(16/18)

設備分類

5.常設重大事訓坊

止設備(設言十基
準拡濁

変更後

設計基準対象施設

のうち,重大事故等

時に機能を期待す

る設備であ0て,重

大事故の発生を防

止する機能を有す

る常設重大事故防
止設備以外の常設

のもの

定義
主要設備

(口内1ネ設計基準刈象旛設を

兼ねる設備の而援重要度分凋

1.原子炉冷却系統旛設

・残留熱粂去系梨皎^[S]

・残留烈q余去系ポンプ[釘

・残留禦鵬法系ストレーナ[S]

・ドライウェノレスプレイ管

・サプレッションチェンバスプレイ管

・高圧炉心スプレイ系ポンプ[S]

・鵆k賄歳タンク

・高圧炉心スプレイ系ストレーナ[釘

・イ因王炉心スプレイ系ポンプ[S]

・イ因王炉心スプレイ系ストレーナ[釘

・原子舸郡仰寺冷却系ポンプ

・原子炉樹幾冷却水系熱交換器[S]

・原子炉補機冷却水ポンプ[S]

・原子炉樹幾冷去W釣kポンプ[S]

・原子炉補機厳Π水系サージタンク[S]

・原子炉お#機^系ストレーナ[釘

・高圧炉心スプレイネ劇幾冷却水系禦皎換器[釘

・高圧炉心スプレイネ甫機冷却水ポンプ[釘

・高圧炉心スプレイ補機冷去晦水ポンプ[釘

・高圧炉心スプレイ補機冷却水系サージタンク
[S]

・高圧炉心スプレイ補機冷却聴水系ストレーナ
[S]

・闘麺三管[S, B]

・闘吏弁[釘
・炉心支捌蒋造吻

・原子炉圧力容器

・原子炉格納容器
・ジェットポンプ

・高圧炉心スプレイ系配管 U亰子炉圧力容器内

部)

・高圧炉心スプレイスパージャ

・イ氏圧炉心スプレイ系配管 U亰子炉圧力容器内
部)

・イ因王炉心スプレイスパージャ

・ホa7kスパージャ

・残留熱除去系配管係子炉圧力容器内部)
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変更月1↓

@

設備分類

第2.1.2表重大事故等対処設備(主要設備)の設備分類(17/1幻

5 常設重大事劇坊

止設備(設ヨ十基
準拡掴

変更後

設計基準対象施設

のうち,重ブく事故等
時に機能を期待す

る設備であって,
大事故の発生を防

止する機能を有す

る常設重大事故防

止設備以外の常設
のもの

定義
主要設備

(口内は設計基準対象施設を

兼ねる設備の而懐重要度分澗

3.計粗喘蜘系統旛設

・原子炯覇育鄭^系ボンプ出口圧力[釘

・高圧炉心スプレイ系ポンプ出口圧力[釘

・残6'烈徐去系ポンプ出口圧力固

・イ因王炉心スプレイ系ポンプ出口圧力[C]

・残留剤畭去系烹共^入口温度[C]

・原子炉隔育師^系ポンプ出口流量[S]

・高圧炉心スプレイ系ポンプ出口流量[幻
・残留熱粂去系ポンプ出口流量[釘

・イ因王炉心スプレイ系ボンプ出口流量[釘

・原子炉補機冷去咏系系統流量

・残留禦畭去系禦皎換器冷却水入口薪退圃

・6-2H母線電圧[S]

・1乎岱125V直流主鰯泉電圧[S]

4.原子炉格痢肪価設

・残留禦畭去系梨皎換器
・残留熱除去系ポンプ

・残留禦畭去系ストレーナ

・ドライウェルスプレイ管

・サプレッションチェンバスプレイ管
・関鄭三管

・1掘車弁

・原子炉格納容器

5.非常用圃戸殷備

・非常用ディーゼル発電設備非常用ディーゼル
機関[S]

・非常用ディーゼル発電設備調速装置[S]

・非常用ディーゼル発電設備非常調速装置[S]

・非常用ディーゼル発電設備機関イ覗青水ポンプ
[釘

・非常用ディーゼル発電設備空気だめ伯動)〔釘
・非常用ディーゼル発電設併撚料デイタンク[釘

・非常用ディーゼル発電設備燃料移送ポンプ[釘

・非常用ディーゼル発電設備非常用ディーゼル

発囿幾[S]

・非常用ディーゼル発電殻備尿膨装置[釘
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矧 矧 雪

Ⅱ
①

鶚 N . 一 . N 洲 導 冊 罷 獣 皐 塞 ( 叶 矧 畿 )  8 雛 嘉 ( 易 ＼ 易 )

那 瓢 嘉

1 冊 逢朝

片 那 宗 ( 甜 麒

樫 尉

臘 剛 賦

剛 半 蹴 僻 逢 紬 誠 剛

8 ゛ ゛ 、 興 冊 叢

霄 諜 需 悌 濫 ネ 、

雛 霽 d y 0 《 、 冊

汁 冊 洋 晶 田 階 票

片 一 叢 艷 敞 針 一

か 謎 剛 冊 メ 冊 建 罫

片 畔 塞 呉 車 6 誠 兇

S ず 8

瓢

姑 兇 毒

( 口 Σ 死 貌 一 鷲 1 織

淋 話 雛 宗 号 尽 阿 辻 通

・ 註 醍 ヘ ー き 寸 談 鴛 宗 痴 墜 阪 欝 鳳 写

・ 訓 頭 海 ワ X ＼ ぐ へ 湖 噸 X 1 § 畿 鼎 塞 訓 m

苫 X ゞ マ へ 剥 田 ヘ 1 武 蒸 温 [ m ]

・ 訓 印 油 口 X ゞ マ へ 剥 田 、 1 § 翻 叫 輪 宗 登 醐

淋 畔 [ 巳

・ 訓 印 海 口 X ゞ ぐ 入 湖 噸 X 1 此 々 畿 則 宗 料 誠

翻 鳳 三

・ 訓 m 海 口 X ＼ て へ 袈 田 ヘ ー き 霞 酪 毒 温

瓢 勢 託 Y ゞ [ m ]

・ 訓 側 油 ? X ゞ マ へ 遵 ' ー き マ 榔 酬 輪 宗 嶋 抑

§ ( 四 避 [ 巳

・ 訓 係 油 0 メ ゞ マ へ 袈 屯 へ f き ヤ 棚 酬 輪 宗 務 章

゛ へ 、 § [ 巳

・ 訓 印 注 、 ? X ＼ ぐ へ 剃 ゛ ヘ 1 武 ＼ ぐ 翻 岡 群 務 並

離 洗 く ゞ [ m ]

・ 訓 m 済 、 ? メ ゞ マ へ 袈 ゛ X 1 武 や 謙 酬 洗 塞 粛 謎

、 § [ 仇 ]

・ 訓 印 油 、 口 X ゞ て へ 剥 ゛ 、 ヘ 1 § 畿 鼎 宗

訓 甬 漸 白 ヌ ゞ ぐ へ 剃 田 ヘ 1 武 や 畿 器 [ 仇 ]

, 訓 由 海 ? X ゞ ぐ へ 製 淺 ヘ ー き ヤ 談 鰍 宗 即 蒸

贈 鳳 [ m ]

・ 訓 m 海 O × ＼ て へ 剃 田 ヘ 1 § 棚 鰍 塞 罵

謙 購 醐 [ 巴

・ 一 墾 N 号 ]

得 罪 [ 巳

髞 当 [ m ]

.

・ 属 く 獣 鼎 ゞ 烈 咲 朋

・ 霜 翅 獣 龍 謡

・ 昆 翅 回 薯 辻 傑 盤

W 1 一 一 1 謂
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